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　第88巻 4号では，最終講義 1編，話題 1編，
海外だより 2編，例会・学会報告 3編，Open 
Acess Paper （OAP）要旨（日本語） 2編，OAP
には 2編の英文原著論文を掲載させていただきま
した。本号はこれまでと勝るとも劣らない個性の
光る内容が多い号というのが末席にいるひとりの
編集委員としての感想です。ご投稿いただきまし
た諸先生に編集者を代表してお礼申し上げます。
　さて，西野　卓先生の最終講義，「呼吸調節研
究への道－マイ・ウェイ」は，読んでいて先生の
研究への情熱が伝わってまいりました。きっと最
後の 5つのメッセージは，若い研究医の心に伝わ
ることと思います。寺島東洋三先生の話題，「科
学技術の世紀と医学」には，強い感銘を受け何度
となく読み返しました。先生のご主旨に同意で
す。余談ですが，米国の商業主義（大衆小説やハ
リウッド映画）によってこのデューラーの有名な
銅版画（エングレーヴィング）が近々，再び注目
される前に見に行きたいと妻と話しています。日
本では上野の国立西洋美術館がこれを所蔵してい
るそうです。しかし，常設展示はされておらず，
簡単に見られないのが残念です。
　昨年の大きな出来事を振り返るまでもなく，日
本人としての潜在的な美徳を失わずに，グローバ
ル化する世界の中で若い人には活躍してほしいと
思います。海外だよりでは，そのようなお二人の
先生が海外滞在中のユニークなエピソードを寄稿
しています。多人種，多民族，多宗教，多文化が
共存し，それらはごく一部しか融合していない米
国（“人種のサラダボール”）での留学体験記で
す。高見洋司先生は，BBC放送のドキュメンタ
リー番組“ミッドウェー海戦”で日本人エキスト
ラとして出演した時の体験記（もちろんご研究の
ことも書かれておりますが）を非常に面白く書い
ています。横須賀忠先生は，まさに“人種のサラ
ダボール”のようなニューヨークのラボで短期間
のうちに信頼を勝ち得て，研究とプライベートの
両面での成功体験の様子を生き生きと描いていま
す。
　例会報告は，歯科口腔外科，麻酔科の 2つの例
会の抄録を掲載させていただきました。どちらの
例会も回数及び症例数が多く，いつもながら各科
の伝統を感じさせます。また第 1回臨床研修報告
会の抄録が掲載されています。これは千葉大学医
学部附属病院の初期研修医が研修期間中に経験し
た症例をまとめ発表する報告会で今回は記念すべ
き第 1回目でした。
　OAPの英語原著論文は，Seiji Ohtori，Harik 
Firman Thahadian両氏のOriginal Paperです。
前者はプロスタグランジンE1製剤の腰部脊柱管
狭窄症に対する効果の臨床研究，後者はKrab-
zincフィンガー蛋白Nczfの機能に関する基礎研
究の論文です。千葉医学雑誌（Chiba Medical 
Journal）のOAPが世界中の多くの研究者によっ
て検索され，読まれ，引用されていくことを期待
しています。今後もChiba Medical Journalを世
界に発信していきますので諸先生におかれまし
てはご投稿よろしくお願いいたします。Original 
paperだけでなく英文のReview articleも歓迎い
たします。
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